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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、長年に亘って議論されながら未解決に終わっていたイギリス小説はいかに始まったかと 
いう問題に解答を与えたものである。本論文の最も重要な点は、 1 8 世紀に成立した小説の特質が 
'Displaced I丽ediate Mode' (「転位された直接モード」）という小説特有の語りにあることを突き止 
めたことである。それによって、小説はロマンスから始まったとする説と霊的自伝、あるいは道徳書 
から始まったとする説を統合することができただけでなく、旅行記などの先行する書き物が小説とし 
て書き換えられていく様子を詳細に知ることが可能になった。
本論文は、小説には現実を忠実に再現するフォーマル•リアリズムという小説特有の語りがあると 
いう Ian W a t tの著書 The Rise of the加叱バ1957)での主張を批判的に継承したものである。第一 
部では、小説に近い描写がなされていると言われてきた四つの霊的自伝を取り上げて、なぜ自伝にフ 
ィクシヨンの語りが見られるのかを、物語論を応用して考察した。その結果、Wallace C h a f eが著書 
Discourse, Consciousness, and Timeで説く「転位された直接モード」によって説明されることを 
突き止めた。目の前の出来事を語る時の「直接モード」、過去や他者の経験を語る時の「転位モ一ド」 
と異なり、小説では過去の出来事を目の前の出来事のように語る「転位された直接モ一ド」が用いら 
れている。
第二部では、「転位された直接モ一ド」がロマンス、道徳書、初期小説に使用されているか否かを 
調べた。その結果、ロマンスの作家Jane B a r k e rの 1 7 1 3年の作品Love Intriguesにおいて、恋に悩 
む若い女性の心の動きが現在時制で語られていることがわかった。これがイギリス最初の小説である。 
Daniel D e f o eは 1 7 1 5年 と 1 8年に道徳、書 famjJy か/*第一部と第二部で初めてこの方法を使
い、翌 1 9年にその方法を応用して小説办6//7仰/? fn/仰e を書いた。その後 Samuel R ichardsonが書 
簡体小説 / ^ 把“ (1740)で、さらに、Jane A u s t e nが全知の語り手を創造して「転位された直接モード」 
を自在に使用できるようになった。こうしてイギリス小説は確立したのである。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は、小説の起源が霊的自伝と道徳書の伝統、およびロマンスの伝統の二つに求められること 
を、物語論の観点から内的に実証しようとするものである。これら二つの伝統は、従来、別々の小説 
起源論として提唱されていたが、筆者は、ウォレス•チェイフのいう「転移された直接モード」一過 
去の経験を今、目の前で経験していることのように言語化する小説の語り一が小説の特質であると考 
え、その特質が二つの伝統に萌芽的に見られることを検証している。
「霊的自伝」を検討した第一部では、アウグスティヌスの『告白』の英訳や五つの霊的自伝と、最 
初の小説と呼ばれる『ロビンソン•クルーソー』とを比較分析し、罪一罰一改心一救済という霊的自 
伝の基本的パタンが共通して見られるのみならず、危機的状況に置かれた人間の行為と内省に関する 
描写においても共通していることを指摘する。過去を生き生きと再現しようとする語りの手法におい 
て、霊的自伝の作家が限りなくフィクションの領域に近づいていったことを精密な読解に基づいて論 
じている。小説の起源に霊的自伝を置くという説を補強すベぐ神に向き合う人間が近代市民社会の 
人間へと変貌していくさまを、霊的自伝の描写の手法に追究したことは慧眼である。
第二部では、初期小説につながるもう一つの系譜であるロマンスと、霊的自伝の系譜に含められる
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道徳書の類を、同じくチェイフの「転位された直接モード」の観点から考察した後、ダニエル•デフ 
ォーをこれら二つの系譜の合流点として明確に位置づけている。デフォー自らが編集した『レヴュー』 
という論評紙で、読者が寄せる人生相談に身の処し方の指針を与えたことが、危機的場面でいかに行 
動するかに悩む主人公を描く虚構作品を生んだこと、また、デフォーの『ファミリ— r ンストラク 
夕一』という対話形式で書かれた道徳物語には、物語外の語り手の位置から物語内の登場人物への視 
点へ、さらにその人物の内面へと移行していく小説的語りの方法が見られることを、説得力をもって 
論証している。その直後に出版された『ロビンソン•クルーソー』は、内面のドラマを描写する革新 
的な技法を意識的に試みたものであり、最初の本格的な小説であると論じている。この結論自体は珍 
しいものではないが、ひたすら作品の内側から、小説特有の語りへと至る道筋を論証しようとした点 
で前例を見ない。難解なチェイフの語りの理論を小説論に適応しようとした研究はこれまでになく、 
小説の起源をめぐる新しい見解として、学界に大きな寄与をなすものと考える。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ 
る。
一  326 一
